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「港町」神戸の賑わいづくりと活性化
港湾局長　辻　英之

　みなと元町タウン協議会のみなさ
まにおかれましては、平素よりウォー
ターフロント地域の活性化やクルーズ
客船入港時のおもてなし事業など、本
市港湾行政にご理解とご協力を賜り、
深く感謝申し上げます。
　神戸のまちには港を通じて国内外
から多くの人・物・情報が集まり、開放
的で自由な気風・風土からなるくらし
の文化や、営 と々受け継がれてきた高
いものづくりの技術などが根付き、神
戸の資源や魅力の源泉となっていま
す。中でも、港に近接した元町地域に
おいては、古くから神戸のハイカラ文
化を支えるモダンな店舗が立ち並び、
神戸を発祥とする様々な文化が生み
出されるなど1868年の開港以来、「港
町」神戸の発展に大きな役割を担って
いただいております。地元のみなさま
の地域を愛する心と長きにわたる「ま
ちづくり」の取組みが、今も神戸を代
表する地域として多くの方に親しまれ、
ウォーターフロントの賑わい創出にお
いて中心的な役割を担う姿につなが
っているものと思います。
　市民や事業者のみなさまにとって、
港がより近い存在となるよう、魅力と
活力あふれる更なる神戸港の活性化

に向け全力で取り組んでまいります。
その１つとして、ウォーターフロント地
域の活性化と賑わいづくりに向けた
取り組みを加速化します。今年２月に、
メリケンパークの中核的な施設であ
る神戸海洋博物館が、『神戸とみなと
のあゆみ』をテーマに港の発展と神戸
港の関わりを伝え、未来の海事人材
の育成に寄与する施設として、リニュ
ーアルオープンしました。世界へと広
がる国際貿易港とその広がりやスケー
ルを感じ、海・船・港へのあこがれに
包まれるような、ダイナミックな臨場
感あふれるライブ空間を生み出してい
ます。その他にも操船やガントリーク
レーンシミュレーターなどの新たな体
験型コンテンツも導入しており、子ど
もから大人まで楽しんでいただける
内容となっています。今後、新港第１
突堤基部では、アクアリウムや業務施
設など賑わい施設が順次オープンす
るほか、新港第２突堤周辺の再開発
や神戸ポートタワー、中突堤中央ビル
のリニューアル・再整備に取り組んで
まいります。
　客船入港時のおもてなし事業にお
いては、観光地としてのみなと元町の
魅力を深堀りし、神戸を訪れ
る方々の心に残る印象的な体
験を実施し、より深い神戸の
魅力を発信してまいります。
　これらクルーズ客船の入港
に合わせ、元町大丸前までの
シャトルバスの運行により、元
町商店街や南京町、乙仲通り、
その周辺のスポットなど、「港
町」神戸の歴史や魅力あふれ

る街を訪れることができ、乗船客や
乗組員の方々から大変好評をいた
だきました。近年では、他の外国人
観光客と同様、クルーズ乗船客の観
光に求められるニーズも多様化し、
特別感ある体験型観光もそのひとつ
となっております。これまでも元町
商店街のみなさまと連携して、体験
企画を実施するなどして、日本文化
を通じて神戸の魅力をお楽しみいた
だいてまいりました。
　新型コロナウイルス感染症の影響
により、クルーズ客船の運航が中止
されている状況下ではありますが、
今後、徹底した感染症対策など、市
民や事業者のみなさまのご理解が
得られ安全で安心な船旅の再開が
可能になれば、引き続きみなさまとと
もに神戸を訪れる方々をおもてなし
してまいりたいと考えております。
　みなと元町タウン協議会のみなさ
まにおかれましては、引き続きみなと
の賑わいとウォーターフロントの活
性化にお力添えを賜りますようお願
い申し上げますとともにみなさまの
益々のご活躍とより一層のご発展を
お祈りいたします。

出来事ファイル

　元町商店街のオープンカフェ
開催に当り、公益財団法人 神
戸国際協力交流センターからの
紹介で、留学生の団体が学校が
夏休みの８月末まで、月曜と水
曜日を除く午後２時～４時、元
町商店街のごみ拾を実施した。
神戸市内の大学に通うベトナム
からの留学生を中心にしたグ
ループで、毎回１０人前後の学
生が、ごみ袋を手に、元町商店
街全丁でごみ拾いに汗を流した。

■留学生がクリーン作戦
　元町商店街では７月１８日（土）～１１月３０日（月）まで、兵庫県の助
成で、オープンカフェを開催した。希望する店の前にテントと椅子を配置、
カフェの風情に誘われて腰を下ろし、ゆっくり買い物を楽しんでもらおう
というもの。セットの性
格上、飲食店前に置か
れるものが多い中、八
百屋さんや果物屋さん、
通りの中央部に置くとこ
ろもあって、来街者は、
思い思いの場所で元町
商店街の風情を楽しん
でいる。

■オープンカフェ開く

□読者プレゼント
　神戸駅東地区クリーンチームが、久しぶりに再開した。クリーン作戦
はエスタシオン・デ・神戸（１０名）、ネッツトヨタ兵庫㈱（２３名）、あいあ
いネット神戸（２名）が３チームに分かれ、元町通７丁目を含むハーバー
懇談会地域一帯のクリーン作戦を実施した。

■神戸駅東地区クリーン作戦

展覧会鑑賞ご希望の方は、はがきに住所・氏名・年齢・本紙への
ひと言を添えて編集部まで。
先着５名の方にペア招待券
をお送りします。

企画展 明石藩の世界Ⅷ「米と酒づくり」

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
　９月３日（木）～９月８日（火）
　　倉掛喜八郎「神戸のまち・港・渚」「タコとミカンの島」
　　原画展 ～震災前の神戸・瀬戸内を歩いて～
　９月２４日（木）～９月２９日（火）
　　ぐるっぺ「ヒロ」第１８回 写真展
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
　８月29日（土）～９月４日（金）
　　『わたしは分断を許さない』・『横須賀綺譚』
　８月２９日（土）～９月11日（金）
　　『リトル・ジョー』・『プラネティスト』
　９月５日（土）～９月11日（金）『破壊の日』
　９月５日（土）～９月18日（金）『ソン・ランの響き』
　９月５日（土）～９月25日（金）『はちどり』
　９月12日（土）～９月18日（金）
　　『ハニーランド 永遠の谷』・『メグ・ライオン』
　　『魔法少年☆ワイルドバージン』
　９月12日（土）～９月25日（金）『僕は猟師になった』
　９月19日（土）～９月25日（金）「イスラーム映画祭5」
　９月２６日（土）～１０月９日（金）『凱里ブルース』
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編　集　後　記

　栄町通まちづくり委員会は、８月２１日
（金）１０時から１０時３０分まで、栄町通を
中心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・
バイクなどへの不法駐輪警告チラシ取り付
け作業など、栄町通クリーン大作戦を実施し
た。参加者は、（広島銀行）曽我部真介、（兵
庫県信用組合）宮本善弘・三枝明弘・山本朋
弥・福田結菜、（㈱ＫＫテクノ）松本美紀・手
槌菖惟・井川靖子、（㈱神明ホールディング
ス）民岡真衣、（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・米澤
彩香、（㈱イーエスプランニング）藤岡翔義、
（三鈴マシナリー㈱）田中梨沙、（佐野運輸
㈱）北島幸宏・宮脇英美、（走水神社）兒嶋
英毅、（まちづくり会館）木原正剛、（新光明
飾）中川俊・西村友博・大森貴美子、（佐田野
不動産㈱）佐田野宏之、以上２１名のみなさ
んでした。毎月第２金曜日午前１０時、栄町
通６丁目佐田野不動産前集合の上、実施し
ています。お気軽にご参加ください。

場所：
　明石市立文化博物館
　℡０７８－９１８－５４００
期間：
　９月12日（土）
　　～10月18日（日）

　今年の２月から「企業会員紹介」欄を
設け、連載をはじめました。
　掲載継続のため、原稿・資料のご提
供を一部会員様にお願いしましたが、
ご連絡いただけないまま今日に至って
います。新型コロナウイルス発症による
混乱時期にあたっており、お手数をお
かけするには不適切な時期であったと、
反省しているところです。
　今後は、弊編集部からの依頼方式に
代え、寄稿又は資料提供いただいた掲
載ご希望会員様から順次、紹介させて
いただくことにさせて頂きます。

寄稿 お待ちしています！

掲載ご希望の会員様は、
編集部・岩田（☎078－391－0831）
まで、ご連絡いただければ幸いです。

ご協力の程、よろしくお願い致します。

ネッツトヨタ㈱＋元町通７丁目チーム（Ａ）ネッツトヨタ㈱＋元町通７丁目チーム（Ａ） エスタシオン・デ・神戸チーム（Ｂ）エスタシオン・デ・神戸チーム（Ｂ）

港湾局長　辻　英之港湾局長　辻　英之

クルーズ船　中突堤にてクルーズ船　中突堤にて

銚子（当館所蔵旧明石藩主松平家資料）銚子（当館所蔵旧明石藩主松平家資料）
葵紋盃三ツ組（当館所蔵旧明石藩士黒田家資料）葵紋盃三ツ組（当館所蔵旧明石藩士黒田家資料）
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平野義昌

　宇野千代は、三越を「海鴎の羽裏のように灰白色」、
大丸を「東郷青児の描いた少女のようにうす紅色」、
と表現する。元町におけるアメリカニズムの象徴と見
た。補註1
〈……ただ、これらの大ビルディングのために、元町通
りが嘗つて保っていたもの静かで優美なイギリス風
の均衡を破壊されたであろうことは容易に考えられ
るのだ。〉註1
　千代は元町の古い建築物の代表として「風月堂（原
文ママ）」と「丹波屋雑貨店」を挙げている。補註2
〈……この二つの建物は、アメリカ的色彩をとみに加
えた付近の商店と対比して、著しく目立っている。それ
は恰も、旧式のボンネット（引用者註、帽子）を戴いて、
長いスカートをたくし上げた女の姿を連想させる。彼
女たちは恐らく、古いコルセットをはめたまま、ついに
老い朽ちるであろう。いや、あの短かった私の滞在中
に於いてさえも、すでに×××は、ところどころ錆のつい
た鉄の扉（ドア）をじっと閉したままであった。〉註1
　伏字部分は不明だが店名と想像する。
〈若いアメリカ風俗の踊子たちが嬉嬉として肩を列べ
乍ら町の真中を濶歩して行く。これに反して、年老い
た英国風のラシヤメン（引用者註、外国人の現地妻）
が疲れた足どりで軒下の水溜りを避け乍ら歩いて行
く。そうなのだ。元町は古いイギリスから新しいアメリ
カへ傾きつつある。〉註1
〈元町の軒並には、外人相手のキュリオシティ（土産
物を売る店）鼈甲細工屋、絵葉書屋、毛皮商、貴金属
商までが、青い眼のように光っている。けれども、濃
厚な異国情緒は、むしろ海岸通りやトア・ロオドの付
近が本場らしいのである。元町は神戸の集中的な消
費地点である。そして元町を華やかに彩るものが紅
毛人であるにしても、元町を養っているものは、やはり
日本人である。〉註1
　元町商店街は周囲を、港、居留地、ビジネス街、官
公庁、住宅街、花街と、地の利に恵まれた。外国人観
光客・船員向けのみやげ物はじめ舶来品、高級品を
扱う店が並ぶ。従業員は英語堪能である。日本人の買
い物客も富裕層だ。散歩＝元ブラを楽しむのも彼ら
であり、モガ・モボの若者たちだ。庶民が買い物に来
るのは年に1度の大売出し、11月半ばから始まる誓文
払い期間だけだった。
　千代の取材では、長い間元町は買い物をするだけ
の場所であり、「近代的なプロムナアドとしての設備を
整え始めた」のは「ほんの数年来のことだそうな」。即
ち喫茶店出現である。「商店街（しょうてんまち）から
散歩街（さんぽまち）という市民的現象」は大阪の心
斎橋も同じ、と言う。どこから得た情報か、「数年前か
ら市の禁令が解けて、市民達は散歩の自由を得るこ
とが出来たらしい」と書く。この「禁令」については不
明だ。思い当たるのは、大正末から昭和初めにかけて
不況の結果起きた混乱――米騒動、労働争議、金融
恐慌――による集団行動規制だろうか。道徳習慣と
して年配の人間から見れば、夫婦・男女が肩を並べて
歩くことは「中 メ々ッソウもない」（註2）ことだった。
　千代は「近代的なプロムナアドの設備」である喫茶
店を見て歩く。本稿「喫茶店文化」で触れた店が多い。
6丁目「鹿の首の彫刻を看板に据えた三星堂」。ソー
ダ・ファウンテン（ソーダ水などを提供する装置）が大
きな薬局の2階全部と1階の一部を占める「最も市民

的な喫茶店」。昼は近くの会社員や新聞記者、夜は夫
婦や子ども連れが多く、たまに不良学生。銀座の「不
二家」「三共」に雰囲気が似ているらしい。
　5丁目フルーツ・パーラー「元ブラ」は、籐椅子や
テーブルに費用をかけているが、「何となく垢ぬけが
していない」。神戸商業大学（神戸大学の前身）と関
西学院の学生をよく見かける。銀座なら「千疋屋」の
感じ。
　3丁目「エスペロ」。主人は「国際的なエスペランテ
イスト」で、「外人や商館の番頭めいたのがよく遣っ
て来る」。
　同じく3丁目「ヰビシ・ファーマシー」は薬局の2階。
「天井が低くって何となく鬱とうしい」。
　その真向かいに新しくできた「本庄」。
〈本庄はもと写真屋で有名だったのだそうだけれど、
改築して階下の一部を喫茶店、二階を食堂にあてて
了った。階下はタイル張り、例の白い人造大理石のテ
エブルに木の腰掛、全くアメリカ式の感じである。食
堂では神戸で一番大きな、（ああ、なんて大きな、）ビ
フテキを喰べさせるけれども、お昼のランチも安いし、
スープも仲仲うまい。高級社員や外人の夫婦連れが
よく食事をとりに遣って来ている。〉註1
　アメリカ式のソーダ・ファウンテンやインテリアに
人が集まる。
　1丁目に古くからのバー「インタナショナル・バア」
があった。補註3
〈……ここの親爺さんは、酒樽のような体をいつも青
いシャツで包んでいる。ビール焼けのした赭い顔が、
パイプをくわえて、汽船のように煙を吐いている。〉註1
　表通りに女性が接待する酒場・カフェはなかった。
千代は、元町の面白さは「スカアトの影に隠されてい
る」と直感。「暗い裏露路」に足を踏み入れる。ここの
酒場の客は外国人船員である。各店にはアメリカ船
会社「ダラー・ライン」（客船、貨物船、郵便船）の入港
日程が記されている。イギリス、ドイツ、ロシアの船も
入港するが、アメリカの人気が「圧倒的」である。客引
きの男たちが当局の監視をくぐって、波止場や船で宣
伝活動を行う。　
　高級船員は人力車を飛ばす。下級船員（中国人、フィ
リピン人、インド人）は徒歩で「元町を占領して了う」。
〈……赤い布（きれ）を頭にぐるぐる捲いて跣足（はだ
し）で町を歩いている印度人の群は、元町の風景をそ
のまま一副の更紗模様にして了う。〉註1
　夜の街での各国人評価は的を射ていると思われる。
〈……イギリス人のように皮肉でなく、ドイツ人のよう
に吝嗇でなく、フランス人のように薄情でなく、日本
人のように狡猾でないアメリカ人は、世界中の人気者
である。ドルのアメリカ人は第一に金離れが好い。元
町の酒場の女たちの紅毛崇拝は、その九十パアセン
トまでがアメリカ崇拝である。〉註1
　華やかな商店街の裏側「スカアトの暗い影」に存
在する酒場と女性。それは「都会の悪徳と腐敗と堕落
と不潔との要素」であり、「近代的国際都市の欠くべ
からざる物理的装置」なのだ。補註4
〈元町の露路、三の宮駅裏（引用者註、旧三ノ宮駅）、ト
ア・ロードから山の手、加納町にかけて、皮膚病のよ
うに拡がっている夥しい酒場は、大体、外国人相手の
それと日本人相手のそれと色分けすることが出来
る。〉註1
　以上が千代の見た「元町風景」である。

　次回は千代の小説に登場する神戸を紹介して、新
章に入る。

写真・註1　宇野千代「神戸元町風景」（「改造」1930年4月号）原
文は旧字旧かな
註2　『志ぶき　神戸新名所の巻』川西健一編輯・発行、1927年
補註1　「三越」　1924（大正13）年、6丁目に地元の井上油店が
「元町デパートメントストア」を開業。元町に事務所を開設してい
た三越呉服店が買収、26（大正15）年大阪支店神戸分店を開店。
28（昭和3）年神戸支店。
「大丸」　1819（文政2）年京都の「呉服商下村」（屋号大丸）が兵
庫津に出店。1908（明治41）年元町通4丁目に「大丸呉服店神戸
出張所」開設。1927（昭和2）年三宮神社南側に8階建てのビル
建設。
建物写真は「ジャパンアーカイブス」でご覧いただける。
https://jaa2100.org/entry/detail/033537.html
https://jaa2100.org/entry/detail/039768.html
〈……元町一丁目から六丁目迄両側に電気のトンネルをこさえま
した。三越や大丸の開店となったもんやサカイ。元町の商人さん
大部困って桜を植えて見たり、ボンボリをつけて見たりしました
揚句、京都の寺町を真似て電気をつけ、永久的のものとしたん
やそうダス。〉前掲『志ぶき』
〈流行のはしりを見たいと思うならば、決して大丸や三越へ這
入ってはいけない。元町の両端を占めているこの二つのデパート
は、アブラムシのように次第に元町の特色ある個人商店を枯ら
しつつあるが、ごく平凡な流行しか、諸君の前に展開しないであ
ろう。〉（浅見淵「神戸」（1932年の原稿、『日本随筆紀行19　神
戸・兵庫　ふり向けば港の灯り』作品社1987年所収）。
浅見は、尖端的な流行観察には元町からトア・ロードを歩き、ダ
ンスホールや外国人経営の喫茶店に出かけるべし、と勧める。
補註2　「丹波謙蔵商店」は5丁目にあった洋品雑貨店。明治初
めに薬店創業し、1883（明治16）年頃洋品雑貨輸入販売に転身。
店舗は「ジャパンアーカイブズ」を。
https://jaa2100.org/entry/detail/054270.html
「神戸凬月堂」の建物は同社サイトを7。
http://www.kobefugetsudo.co.jp/ayumi.html
補註3　「インターナショナル・バー」　元町商店街の資料で見
当たらないが、『神戸市商工名鑑　昭和5年』（神戸市役所商工
課）に「インタナショナルバー　戸井とも　元町通一丁目二一〇
」とある。
補註4　昭和初期の作家・酒井潔が大都市の歓楽街を探訪し、
神戸事情もルポしている。客引きはブロークンな複数外国語を
操り、接待する女性たちも国際色豊かだった。
〈神戸の生命は、あのエキゾチックな朗らかさである。（中略）／
ミス・ヨコハマの色彩があくまでアメリカ式であるのに反して、
近代都市としての神戸の色彩は、インターナショナリズムカクテ
ルだ。（後略）〉（酒井潔『日本歓楽郷案内』　中公文庫、2014年）

宇野千代「神戸元町風景」（その2）
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海という名の本屋が消えた（82）
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